
ぃ
。
大
間
的
小
令
衣
ど
も
「
大
嬢
ハ
道
一
ヲ
現
カ
エ
ス
戸
ヲ
以
-7

数
育
勅
一
誌
に

進
」
と
仰
せ
ら
れ
て
、
「
郊
の
異
怒
」
と
は
言
っ
て
居
ら
れ
な
い
。
一
期
し
て
還
の
根
本
な
る
も
の
の
五
拾
の
還
で
あ
る
乙
と
は

一
一
一
一
回
ふ
ま
で
も
衣
い
之
と
で
あ
る
。
(
七
，
二
、
ニ

C
、
講
演
略
記
，
文
京
在
記
者
〉

乙
¥
に

2
…
一
ご
と
い
っ
て
も
‘
そ
の
内
裂
と
か
箆
協
と
か
は
頗
る
廃
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
乙
L

で
は
東
洋
及
び
西
洋

に
於
け
る
吋
腕
一
ご
の
傾
向
の
相
述
、
意
義
、
方
法
に
つ
い
て
迷
べ
よ
う
と
忍
ム
。

務
部
ち
慰
問
は
乙
れ
を
免
す
主
体
が
偶
人
に
あ
る
9

部
し
て
そ
の
封
象
の
'
如
何
に
鶴
せ
ず
、
僚
依
の
普
一
通
妥
蛍
牲
が
菜

求
手
れ
、
東
洋
向
洋
支
那
と
庖
別
き
る
¥
乙
と
は
な
い
。
結
し
之
を
擦
史
的
に
考
察
す
る
と
、
そ
の
環
接
、
民
族
、
関
土

に
熔
じ
て
間
決
り
た
傾
向
を
布
す
る
も
の
で
、
前
件
で
は
ユ
ヂ
プ
ト
、
ギ
リ
ノ

V

ア
等
の
、
東
洋
で
は
文
部
、
イ
ン
ド
等
の
文

化
が
次
第
代
後
悲
し
，
互
に
影
響
交
拶
し
あ
っ
て
診

A
1
5
の
世
界
文
明
を
来
し
た
。
ぷ
ヂ
プ
ト
文
明
は
ア
ッ
ジ
リ
ノ
ヤ
よ

b

俸
は
品
、
ギ

y
ジ
ア
に
俸
は
り
だ
が
、
後
、
之
に
キ

y
ス
ト
数
が
知
っ
て
今
誌
の
謀
議
を
4

然
し
た
っ
然
し
キ
η
ノ
ス
ト
教
は

偽
数
と
共
に
宗
数
と
し
て
放
ム
一
円

3
も
の
攻
れ
ば
「
郡
一
乙
の
訟
象
と
は
期
締
の
も
の
汝
，
今
之
を
徐
芸
、
と
し
て
，
文

那
に
起
ク
だ
場
開
と
ギ

yγ
ア
に
起
っ
た
接
的
と
を
観
察
し
℃
吋
か
よ
う
r
G

一
般
的
代
は
前
作
は
班
論
的
で
、
東
洋
は
貿
践
的
な
ら
と
い
は
れ
、

本
と
す
、
と
い
は
れ
る
が
之
は
概
話
的
で
あ
っ
て
き

m-凡-:r‘

高

回

出
品
九

治

本
と
し
、
向
洋
は
偶
人
中
…

然
し
そ
の

し、

し
て

/，;_) 

も
ジ〉



-mで
東
洋
の
儒
数
は
資
践
遺
徳
的
で
あ
b
、
ゼ
ソ
ジ
ア
の
ソ
ク
ラ

Y
ス
の
感
は
糊
叫
ん
山
内
的
の
色
彩
を
布
す
る
。
之
は

y
ク
ラ

ア
ス
の
変
殺
の
精
一
刷
、
と
、
孔
一
千
の
好
感
の
続
料
と
に
築
く
も
の
で
、
乙
¥
に
認
に
劃
す
る
態
度
の
去
、
が
見
え
る
。
一
一
双
世

紀
頃
の
郎
洋
の

y
ア
イ
ス
ト
の
巡
動
は
、
人
間
の
似
ん
マ
代
向
ひ
、
時
代
の
要
求
に
接
い
た
も
の
で
、
政
治
上
必
要
な
締
官
、

修
僻
、
思
考
等
の
知
識
、
技
能
を
典
へ
ん
と
す
る
版
業
的
の
も
の
で
あ
っ
た
。
従
来
の
哲
態
史
で
は
、

y
フ
ィ
ス
ト
は
令

均
的
な
研
究
を
す
る
上
代
詩
勝
十
代
貢
献
し
た
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
近
代
の
研
究
で
は
遣
う
で
な
く
、

y
ク
ラ
ア
ス
を
除
〈

外
は
、
皆
説
紛
の
斜
代
総
統
ル
パ
}
一詳
し
だ
の
み
で
、
解
訟
に
勝
利
を
絞
る
術
乞
研
究
し
、
そ
れ
を
職
業
と
し
て
数
へ
、
報
酬

を
得
て
生
活
す
る
敬
仰
な
ら
と
し
た
。
か
¥
る
風
潮
の
獲
で
あ
っ
た
時
、

y
ク
ラ
タ
ス
出
で
、
英
知
子
一
一
切
か
に
し
て
道
徳

の
礎
実
な
法
礁
な
胤
(
へ
ん
と
し
た
。
倫
総
選
徳
の
研
究
、
が
彼
の
主
な
る
目
的
で
あ

ο
た
。
出
兵
知
は
も
と
得
難
き
も
の
で
あ

る
。
放
に

y
h
y
-
7
7
ス
は
、
彼
自
身
英
知
を
有
せ
ぬ
と
考
へ
た
。
然
る
に
世
間
の
人
冷
は
自
ら
知
ら
ず
し
て
知
れ

b
と
し
も

y
ブ
ィ
ス
ト
は
知
ら
ゴ
る
に
制
作
々
と
数
ふ
る
に
依
っ
て
、
乙
L
に
誤
】
謬
と
欺
階
、
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
何
人
も
先
づ
自
ら

の
知
〉
b
ぎ
る
と
と
を
知
ら
ゴ
る
可
必
ず
、
と
し
、
之
、
に
「
放
自
ら
を
知
れ
」
と
叫
ぴ
出
し
た
。
か
く
て
世
人
に
自
ら
の
無

知
を
悟
ら
せ
、
英
知
子
}
求
め
逃
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
之
が

y
ク一
7
-
Y
ス
の
産
婆
術
と
い
は
る
¥
も
の
で
あ
る
。
か
く

の
如
く
役
、
が
英
知
を
求
め
さ
せ
た
の
は
、
明
確
な
知
識
を
基
礎
と
し
て
、
徳
の
何
た
る
か
を
知
ら
し
め
、
之
に
依
ク
て
枇

令
の
改
設
問
を
計
ら
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
国
共
知
代
依
っ
て
、
仰
が
や
世
間
な
る
か
を
知
b
、
之
を
体
得
し
て
‘
之
を
徳
と
し
て

行
ぴ
、
一
枇
A
W
V
}
一
改
善
せ
ん
と
し
た
。
被
の
中
心
問
題
は
道
徳
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
道
徳
図
訟
を
重
ん
じ
て
死
ん
だ

の
で
あ
る
が
、
死
ぬ
ま
で
熱
心
に
知
を
追
求
し
、
そ
の
方
法
を
諮
じ
て
止
ま
な
か
っ
だ
。
徳
一
の
矯
の
知
を
求
む
る
之
と
に

終
止
し
た
わ
け
で
あ
る
。
今
日
替
壊
の
一
誌
に
一用
ひ
ら
る
¥
定
】
門
戸
c
g
z
w
の
匂
}
品
目
。
は
「
愛
す
る
」
の
意
、
き
ち
ruー
は
門
知
」
の



意
で
あ
る
が
、
ょ
之
の
認
を
初
め
J
s
u

用
ひ
た
の
が
ツ
ク
ラ
ア
ス
で
あ
る
と
も
い
は
れ
る
稜
で
、
か
、
る
、愛
知
の
精
神
は
今
日

立
で
術
洋
哲
祭
の
中
…
湖
で
あ
る
。

乏
の
ソ
ク
ラ
ア
ス
の
受
知
的
紡
紳
に
錯
し
、
孔
子
の
好
率
的
精
一
刊
を
比
較
し
て
み
る
の
で
あ
る
が
、
之
に
先
立
ち
、
西

洋
の

y
ア
イ
ス
ト
と
束
、洋
の
名
家
と
比
し
て
み
よ
ラ
。
名
家
は
、
史
記
の
太
史
公
の
自
序
の
六
家
の
要
指
の
中
に
設
か
れ
、

又
、
談
番
裂
女
志
の
九
流
の
中
に
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
市
し
て
そ
の
一
頑
と
し
て
義
文
志
に
は
、
部
株
二
篇
，
弔
ア
文
子
一
籍
、

公
孫
能
子
大
知
、
慈
子
等
を
器
げ
‘
今
日
体
っ
て
ゐ
る
が
疑
は
し
い
。
乙
の
中
、
公
孫
龍
子
の
白
潟
非
潟
、
堅
!
日
間
兵
紘
一寸

は
布
名
で
あ
る
。
(
略
)
附
し
て
彼
の
徒
の
紳
設
は
列
子
の
仲
尼
穏
に
七
係
、
来
子
の
天
下
議
に
二
十
一
一
俊
あ
る
。
列
予
の

七
係
は
広
子
の
や
の
と
同
じ
で
あ
る
。
港
予
の
天
下
篇
に
見
ゆ
る
彪
を
悲
げ
て
み
る
と
、
(
一
)
卵
有
v

毛
。
毛
の
有
る
鳥
は

卵
よ
b
生
ず
る
、
が
放
で
‘
時
間
的
差
別
の
絶
針
伎
を
疑
つ
だ
も
の
で
あ
る
J

(

二
)
縦
一
二
足
。
二
本
の
足
に
精
一柳
、
が
加

σ
て

一
一
一
と
な
る
も
の
で
、
究
釈
に
針
す
る
懐
疑
で
あ
る
。
(
一
一
一
)
郡
山
何
人
天
下
一
。
天
下
は
大
で
、
部
都
は
小
の
緩
に
見
え
る
、
が
、
之

は
相
針
一
的
の
も
の
で
、
大
宇
宙
に
比
せ
ば
問
一
の
比
例
で
あ
る
J

京
間
に
訴
す
る
懐
疑
で
あ
る
。
(
問
)
犬
一
り
口
以
叙
c
ネ
〉

犬
、
羊
等
は
人
間
の
仮
に
つ
け
た
名
で
、
名
は
絶
州
判
的
の
も
の
で
友
い
。
(五
〉鳥山
引
ν

卵
d

お
は
卵
か
ら
生
れ
ね
が
、
卵
生

動
物
と
非
卵
生
動
物
と
は
絡
針
的
で
は
な
い
。
究
-
校
に
針
す
る
懐
疑
。ハム
ハ
)
了
子
有
ν
足。

一般
基
は
鮒
叫
の
時
間
見
あ
台
。
時

間
的
競
別
の
絶
針
で
な
い
乙
と
を
い
ふ
。
〈
七
)
火
不
日
然
。
熱
い
と
威
一ず
る
は
符
人
の
紡
-紳
成
授
の
み
。
(
入
)
山
出
v

口
。
山

h
f
シ
子

は
生
物
で
あ
る
。
生
物
と
無
生
物
と
の
だ
は
絡
訟
で
な
い
。
(
九
)
翰
不
v

擬
ν
地
h
v

京
総
と
土
地
と
の
間
に
は
無
数
の
間
際

あ
る
故
な
b
o
公山
間
代
劃
す
る
介
桝
で
あ
る
。
(
十
〉
目
不
v
見
。
目
、
か
見
る
の
で
な
く、

精
制
作
用
あ
っ
て
見
え
る
の
マ
あ

る
寸
(
十
一
)
指
不
v
f
一品川不
νω

利
。
之
は
龍
子
の
指
物
誌
に
あ
る
が
、
指
示
す
る
の

は
主
観
的
の
作
別
で
あ
る
。
主
制
仰
を
も
っ



て
指
示
す
る
の
は
管
沼
的
共
遜
的
で
な
《
、
根
本
的
の
指
示
で
は
な
い
。

-r…
仰
に
針
す
る
懐
疑
ジ
(
十
二
)
穐
h

k
z

於
蛇
一
。

一長

続
の
絶
劉
的
で
な
い
之
と
。
(
十
一
一
一
〉
矩
不
ν

方
、
規
不
v

可
『
「
以
翁
弔
問
問
。
方
開
は
良
一
る
如
く
で
あ
る
が
総
説
的
の
業
別
で
は

在
い
、
(
十
四
〉
務
不
v
悶
v
柄
ο

漆
間
の
分
析
で
あ
る
ο

(
十
五
〉
飛
鳥
之
開
設
未
=
嘗
動
戸
山
唱
。
…
片
を
取
っ
て
考
ふ
れ
ば
静
止
し

て
ゐ
る
。
小
川
悶
の
介
椋
。
(
十
六
)
鍛
矢
之
疾
市
有
=
不
v

行
不
v

止
之
時
目
。
運
動
に
約
す
る
懐
疑
で
印
公
開
の
分
椋
で
あ
あ
。

(
十
七
)
狗
非
v

犬
。
時
間
の
非
加
の
絶
釣
的
で
な
い
と
と
を
い
ふ
も
の
で
、
時
間
に
釣
す
る
懐
疑
。
(
十
入
)
皮
潟
騒
午
一
ニ
。

牛
馬
の
形
と
ぞ
の
色
泣
い
ふ
。
(
十
九
)
自
狗
泉
。
自
然
は
仮
に
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
色
に
針
す
る
懐
疑
。
(
二

O
)孤
駒

ツ
キ

米
z

世
間
有
、
母
。
時
間
代
的
す
る
懐
疑
Q

つ
二
)
一
尺
之
権
、
日
以
=
共
企
J

、
前
向
世
不
ν
喝
。
時
関
空
間
代
州
却
す
る
懐
疑
。

公
孫
総
と
並
び
抑
制
遣
れ
る
も
の
は
窓
施
で
あ
る
。
慈
施
は
痕
子
の
親
友
で
、
博
問
内
み
で
あ
b
，
蔵
書
ゆ
が
で
あ
る
φ

そ
の
論

は
刊
紙
子
天
下
お
に
十
グ
係
見
え
、
そ
の
最
後
に
「
汎
安
一
高
物
¥
天
地
一
体
也
よ
と
い
り
て
ゐ
る
。
〈
略
〉
又
羽
子
の
中

に
も
、
時
間
時
の
名
家
の
論
、
が
見
え
る
。
(
略
)

然
ら
ば
名
家
は
何
故
前
野
九
手
押
し
た
の
で
あ
る
か
。
太
史
一
公
の
自
序
に
は
、
名
笈
を
正
す
治
的
と
な
し
て
ゐ
る
J

公
孫
龍

子
に
は
名
質
論
あ
bο

要
は
名
笈
の
乱
れ
た
る
を
刊
か
ん
で
、
之
宮
正
す
魚
と
の
婦
を
振
り
だ
の
で
あ
る
と
し
た
。
唯
そ
の

徒
流
れ
て
説
婦
の
匁
代
読
紛
糾
を
奔
す
る
に
軍
人
夕
、
人
を
し
て
そ
の
異
を
失
は
し
め
た
の
で
あ
る
。
故
に
好
者
が
之
を
用
ぴ

れ
ば
反
っ
て
名
交
の
安
ぬ
を
来
す
と
と
に
な
る
と
も
い
は
れ
た
の
で
あ
る
。
症
子
の
天
下
第
に
は
、
「
和
一
関
公
孫
龍
、
務
者

之
徒
、
飾
=
人
之
心
一
、
聞
か
=
人
之
定
一
、
能
勝
=
人
之
口
¥
不
v

能
v
m
肌
一
日
人
之
心
¥
務
者
之
簡
也
0

・
:
:
:
:
:
由
=
天
地
之
道
一
、
税
=
慈

施
之
能
一
、
共
猶
二

一一
蚊
一
一
蛇
之
捗
一
者
也
、
北
ハ
於
ν

物
也
何
席
、
」
と
い
ひ
、
叉
列
チ
の
仲
尼
篇
で
は
公
孫
龍
予
を
、
努
予
の

非
!
?
土
?
?
篤
で
は
窓
施
、
都
訴
を
難
じ
℃
ゐ
る
。



。
内

之
等
の
説
熱
論
者
の
誘
に
鈎
し
、
前
己
の
設
の
A
n
理
一を
一
不
透
ん
と
し
た
の
が
熱
中
子
の
後
均
等
の
徒
で
あ
る
?
症
予
の
天
下

綴
ーに
、
「
相
笠
勤
之
弟
子
、
五
侯
之
徒
、
南
方
之
還
者
、
芳
獲
、
巴
品
樹
可
部
俊
子
之
底
、
倶
議
=
義
経
¥
一
向
棒
読
不
v
問、羽一一

諮
別
懇
-
。
い
と
い
っ
て
ゐ
る
。

即日
一経
と
は
、
今
日
一
の
mm
一一子
の
中
の
、
経
(
上
、
下
)
‘
経
設
、
(
上
、
下
)
、
大
取
、
小
鳥取
の
ム
ハ
篇
を
遣
す
。
之
の
中
比
一刻

撲
の
論
が
あ
る
、
後
の
論
者
の
・
樹
祭
う
だ
も
の
で
、
附
時
一
…
子
b
h

基
い
た
も
の
で
あ
る
d

附
尚
一
一
子
の
修
身
論
に
、
職
情
論
は
比
一
一
た
る

之
と
明
察
な
る
之
と
を
要
す
と
い
ひ
、
そ
の
三
訟
を
恭
げ
て
、
(
一
)
之
を
基
く
る
所
の
も
の
。
ハ
郡
一
一
王
に
基
け
て
枚
擦

と
す
)
。
(
二
)
之
そ
苓
ね
る
も
の
。
(
設
擦
を
と

b
て
百
姓
の
耳
目
の
笈
を
察
す
)
(
一
ニ
)
之
を
用
ゆ
る
も
の
。
(
刑
攻
を
姿
、
し

て
氏
周
乞
見
る
〉
υ

と
い
び
乙
の
標
準
に
従
ふ
可
し
と
し
た
υ

加
設
は
乙
の
論
壌
に
よ
ム
ソ
毅
援
し
た
も
の
で
、
そ
の
論
は

上
の
六
絡
に
見
る
乙
と
が
出
来
る
。
(
路
)
戦
闘
の
末
比
窃
子
が
出
だ
。
そ
の
正
名
筋
は
孔
子
の
正
名
の
設
に
義
主
、
営

時
の
説
熱
論
者
の
訟
を
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
邸
ち
名
左
制
定
す
る
の
必
要
、
そ
の
糠
準
規
範
乞
い
っ
て
、
枝
問
時
の
名
家

の
一
ニ
つ
の
惑
を
正
し
た
。
一
二
惑
と
は
、
(
一
〉
惑
於
用
名
以
銑
・
名
者
。
(
二
)
惑
於
mm
覚
以
鋭
名
者
。
(
三
)
惑
於
期
名
以
飢
笈

者
で
あ
る
。
名
家
に
は
説
熱
波
と
、
之
を
正
す
波
と
の
こ
が
あ
虫
、
之
は
論
理
の
怨
に
す
る
論
理
は
せ
ね
。
之
が
西
洋
一と

間
決
る
彪
で
あ
る

o
mし
℃
そ
の
同
じ
所
は
、
ギ

y
ジ
ヤ
の
品
レ
ア
波
ツ
ェ
ノ
の
論
に
も
表
れ
て
ゐ
る
所
で
、
ア
キ
レ
ス
、
が

一
尺
の
所
で
料
代
治
以
付
か
ず
、
飛
失
、
が
動
か
ず
、
飛
鳥
の
影
が
動
か
ね
如
主
で
あ
る
。
ツ
ェ
ノ
は
雑
多
の
存
在
と
昼
間
的

存
釈
の
不
合
抑
制
乞
い
り
た
も
の
で
、
彼
の
宇
宙
論
自
然
論
に
濃
い

た
も
の
で
あ
る
。
後
の
ア
ソ
ス
ト
ア
レ
ス
の
研
究
は
、

英
知
の
匁
の
其
問
、
論
却
の
然
の
論
理
で
あ
っ
た
。
文
郊
に
於
い
て

は
之
に
反
し
て
米
流
の
徒
を
一除
く
の
外
は
、
名
貸
そ

正
す
の
、
が
そ
の
目
的
で
あ
っ
力
。
か
く
て
ぞ
の
政
治
設
や
人
生
均
を
茶
礎
付
け
よ
う
し
た
の
で
あ
る
G

慈
施
の
訟
は
天



地
一
蹴
の
似
…
九
件
以
別
を
訟
か
ん
が
匁
で
あ
b
、
公
孫
龍
子
の
論
は
名
…
v
A
を
正
し
、
名
賀
相
殺
る
を
慌
し
み
.
之
を
治
閣
の
根

本
京
畿
と
な
当
ん
E
Y

し
し
た
も
の
で
あ
る
。
又
川
時
点
子
が
郷
論
の
一
一
一
桜
準
を
翠
げ
だ
の
は
、
(
非
命
筑
に
見
ゆ
)
論
理
築
構
成
の

要
素
と
し
た
の
で
な
く
、
世
の
運
命
論
者
の
談
宮
正
し
て
、
粂
変
設
を
主
政
す
る
魚
の
も
の
で
あ
ク
た
υ

別
部
…
に
去
っ
て

は
婦
の
六
の
目
的
を
都
げ
て
、
(
一
〉
明
是
非
。
(
二
〉
審
治
乱
c

(

一
一
一
)
明
間
異
り
ハ
路
〉
察
名
変
。
(
五
〉
庭
利
害
υ

(

ム
ハ
)
決
嫌

疑
。
と
し
た
。
初
予
の
正
名
約
は
政
治
上
の
然
の
も
の
で
、
名
、
が
定
っ
て
賞
、
が
定
る
と
し
た
υ

一々
の
論
は
孔
一
子
の
正
名
論

的
ち
論
誌
の
「
必
也
ru一
名
乎
」
代
総
く
も
の
で
あ
る
。
尤
も
孔
~
十
の
立
味
と
有
子
の
意
味
と
少
し
異
る
。
名
代
付
℃
は
、

倣
州
安
は
文
字
と
し
、
均
一
削
は
事
柄
の
名
と
し
、
朱
子
は
京
医
の
名
分
と
し
、
名
正
し
か
ら
ゴ
れ
ば
磯
山
川
氏
怒
ら
ず
と
解

し
た
U

以
上
見
る
所
に
よ
O
て
、
名
家
削
減
家
の
論
理
は
、
論
恕
の
魚
の
も
の
で
な
く
も
政
治
上
の
目
的
の
絡
で
あ
っ
て
、
儒
家

の
思
想
と
同
一
で
あ
る
之
と
を
知
る
。
部
ち
支
那
の
向
学
術
研
究
は
奨
理
研
究
の
然
で
な
く
、
治
遂
に
基
く
も
の
で
あ
あ
乙

と
、
が
知
ら
れ
る
。
史
記
代
目
仰
の
紫
僻
俸
を
引
い
て
、
諮
問
学
校
は
皆
っ
務
然
治
者
・
也
、
只
そ
の
方
法
を
異
に
す
る
の
み
と
い

ひ
、
淡
番
饗
文
志
に
も
諸
子
十
家
は
王
道
の
表
へ
た
然
起
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
ゐ
る
。
要
す
る
に
そ
の
基
く
根
本

は
六
終
に
あ
p

夕
、
王
道
の
笈
現
が
そ
の
目
的
で
あ
っ
た
。
即
ち
此
等
の
壌
の
怒
っ
た
の
は
異
理
研
究
の
怨
で
は
な
く
、
王

道
質
現
の
悶
別
代
根
本
の
道
、
が
あ
る
の
で
、
西
洋
の
療
の
口
県
訟
の
銘
に
翼
政
を
研
究
す
る
精
神
と
は
呉
る
。
問
中
、
が
東
洋
に
於

い
て
ー
か
¥
る
特
一
演
を
有
す
る
と
せ
ば
、
傍
数
の
意
義
は
如
何
。
儒
数
の
撃
の
意
義
は
知
行
の
こ
を
指
す
。
邸
ち
認
識
に
伶

ふ
に
体
験
を
以
J

し
す
る
も
の
で
あ
る
。
論
語
に
魯
哀
公
が
「
弟
子
裁
翁
v

好
ν

由
学
、
」
と
問
ひ
し
に
孔
子
一鈴
へ
て
、
「
有
=
顔
問

者一
。
好
v

察
、
不
v

漆
v
怒。
告
不
十試
ν
沼
地
。
不
幸
短
命
死
尖
。
今
14
苅
亡
G

未
v

間
一
一
好
患
者
一
品
。
」
と
い
っ
た
の
に
見
れ
ば
、
孔

一ー一



~‘ 

一-岳，← 

子
か
ら
異
に
壌
を
好
む
も
の
と
し
て
許
遣
れ
た
の
は
顔
回
以
外
に
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
そ
の
壌
の
意
義
は
如
何
。

科
伊
川
悶
〈
ベ
或
日
、
顔
子
之
mmv
好
、
果
何
向
学
敗
。
日
、
向
学
以
一
学
一
=
乎
翠
人
一
之
遺
症
J
と
。
然
ら
ば
壌
は
誌
に
向
学
課
を
探

究
す
る
乙
と
で
は
な
い
。
「
不
遜
怒
、
不
認
越
」
が
惑
の
意
義
で
市
之
は
徳
行
上
の
事
で
あ
b
、
修
養
の
積
ん
だ
人
で
な
け

れ
ば
出
来
な
い
っ
叉
、
震
予
に
も
、
同
学
ん
で
厭
は
ず
、
数
へ
て
俗
ま
ざ
る
孔
予
を
翠
人
と
い
ク
て
ゐ
る
。
孔
子
は
撒
良
恭

謙
譲
で
あ
ク
だ
が
、
間
停
を
好
な
と
い
ふ
紡
で
は
決
し
て
人
民
議
ら
ト
な
か
っ
た
c

壊
を
好
な
と
い
ふ
は
、
修
養
子
一
殺
h
u

と
同

じ
で
あ
っ
た
。
一
一
一
一
同
比
慢
し
み
行
に
敏
と
い
ふ
も
徳
行
の
事
を
い
っ
た
、も
の
で
あ
る
。

抑
1

『
mmC
の
ん
チ
は
『
扱
』
の
符
で
、
設
文
民
『
数
風
見
出
泊
。
メ
久
子
汀
』
と
あ
る
。
部
ち
知
ら
ゴ
る
を
芯
と
る
の
意
。
『
数
』
は

克
久
子
支
』
よ
λ

ジ
成

b
、
数
ゆ
る
と
は
、
上
の
施
す
所
下
之
に
倣
ふ
の
窓
で
あ
る
合
え
子
は
欄
間
ム
意
。
支
は
鞭
打
っ
て
努

附
す
る
の
意
。
円
は
般
い
と
と
。
日
は
手
を
令
せ
て
大
切
に
捧
持
す
る
の
意
。
つ
設
会
『
随
一
ご
は
子
供
、
が
究
っ
て
真
一
似
る

窓
。
党
る
は
初
。
真
似
る
は
行
。
之
が
コ
学
』
の
本
義
で
あ
る
。
論
一
請
の
問
答
第
一
に
も
「
整
問
時
努
之
。
」
と
あ
b
、
F

知

徳
子
一
粂
ね
た
も
の
で
あ
る
。
知
は
物
の
送
迎
乞
窮
め
て
行
く
之
と
で
、
之
を
力
説
し
た
の
は
米
子
の
務
調
訟
で
あ
る
c

大

路
?
の
格
物
致
知
の
解
稗
に
も
出
て
ゐ
る
。
天
下
の
物
理
を
窮
め
る
茶
に
依
っ
て
知
に
到
る
の
で
あ
る
が
、
天
下
の
無
恨
の

本
物
干
一
窮
め
脅
す
乙
と
を
い
ム
の
で
な
く
、
第
践
の
功
を
踏
ん
で
、
一
日
…銘
Mm…
投
泌
す
る
に
至
。
て
、
寄
人
の
心
の
体
用

、
が
明
か
に
な
る
と
続
い
た
。
政

一
分
殊
の
一訟
で
も
あ
る
。
放
に
桝
湖
沼
の
必
要
を
設
く
に
付
い
て
も
、
一
院
機
的
候
性
的
立
除

、
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
然
し
乙
¥
に
も
感
に
紛
す
る
特
徴
、が
あ
っ
て
、
続
烈
の
設
も
つ
設

b
は
ほ
肋
敬
と
祁
件
付
つ
も
の
で
あ
る
。

税
伊
川
の
論
も
問
、
じ
。
之
は
孔
門
の
撃
の
体
統
的
稿
料
を
つ
い
だ
も
も
の
で
あ
る
G

孔
子
は
ほ
女
約
殺
ぞ
以
℃
遂
に
遂
な
方

法
と
し
た
。
大
接
、
中
席
、
友
子
鈴
す
に
も
夫
冷
知
行
を
い
っ
て
ゐ
る
c

か
く
の
如
く
知
行
の
二
を
兵
へ
て
の
意
義
は
倣



は
る
。
初
予
も
か
く
い
ひ
、
一
先
代
又
，
療
は
仰
乞
符
ぷ
可
b
t
p
}

い
っ
て
ゐ
る
。
大
成
総
、
拡
子
に
も
見
え
る
。
米
子
は
先

知
後
行
泣
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
F

知
行
の
総
持
を
設
さ
、
知
行
令
一
宮
叫
ん
だ
の
は
王
陽
明
で
あ
ク
だ
。
か
く
の
如
く
、

撃
が
知
行
の
岡
市
を
共
へ
て
ゐ
る
の
が
束
、
洋
の
特
徴
で
あ
る
。
郎
ち
壊
の
内
奈
は
徳
で
あ
b
、
そ
の
笈
現
が
王
道
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
特
に
俗
数
で
感
が
知
行
乞
粂
ね
て
ゐ
る
の
は
、
孔
子
の
好
感
的
紛
糾
に
恭
主
、
西
洋
の
突
知
的
精
紳
に
潤

し
て
、
東
洋
の
純
子
の
特
質
、
が
之
¥
代
北
川
一
雄
付
け
ら
れ
て
ゐ
る
と
思
ふ
。
(
七
、
六
、
十
一
、
講
演
速
記
。
文
交
夜
記
者
)

当主
年弓

物

0) 

話

iヨ

2火

3長

橋

1敬

次

一
、
書
物
の
総
裁

山
内
外
間
物
の
般
を
伐
さ
ぬ
時
代

ー
、
合
石
川
e
骨
に
刻
せ
る
時
代

日
日

A
1
}
E
K
L
五

日

リ

1
・ー

号
H抗
日

J
ι
f
.
似
必

rヨ
.
-
P
3日
H
H
E
刀
下
ト

2
、
方
策
時
代

竹
梅
・
木
股
・
策

b

搭
物
の
装
釘
の
務
遜

-

春

子

本

ト
時
・
髭
礼
装

d

H

U

-

-噌

T
N
J
A
w
-
-〆

り
h・a

3
、
胡
蝶
誕
・
粘
楽

生
、
大
和
綴
・
袋
知
子

5
、
現
今
の
装
釘

洋
装
ハ
結
装
〉
・
仮
装
(
平
淡

γ
中
袋

二
、
一
刻
版
及
び
活
版
北
〈
他

a

刻

肢

I
‘

悌

血

ハ

2
、

経

晶

一

宮

b

活

版
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